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は多くの結合によって、既存のネットワーク
と結びつくならば、より完全に理解される。 
（Hiebert & Carpenter, 1992, p.67）  
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＋  ３８  
  ２８１    
┏━情報 A 問題文を左側に、答えを右側に書く。




┗━情報 B 移項すると符号が変わる。  
        ４ｘ－３＝３ｘ＋５  
４ｘ－３ｘ＝５＋３
図２  再組織化されたネットワーク  













































































































 B×P=A……第２用法  
＜基準量を求める場合＞  
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   の中はいくつにすればよいでしょ
うか？」
入った数  5     ･･  
 
 
投げた数  2 2 3  40 50 10010 0 0 ･･

































































































































































































































   の中はいくつにすればよいでしょう
か？」  
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入った数   4     ･･  
投げた数  5 10 20 30 40 50 ･･ 100





















































４ 本 と ４ 本 で ね 。 そ う す る と ８ 本 だ
と。･･･あーなるほど。  
  ・・・・・・・・・・・・・・・  
･･･今度はどう考えますかね。１００本投
げたら？･･･はい jin さん。  
１００、･･･100÷2.5＝40 だから、４０本。




は い jin さ ん の 考 え は わ か り ま し た
か？･･･えーと、ここ（４→１０）かな。
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